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　幼児期の子 どもは,五 感を通 して身近な環境
と関わ り,そ の体験をもとに音声や,身 振 り,
色や形 を総合的に用いながら,多 様な表現を試
みている。そうした子 どもと関わる保育者には,
子 どもの感 じる心が動 き,豊 かな感性が育つ よ
うな環境 を工夫 して整え,自 分なりの方法で表











(表現)の 授業において,新 たに音楽 と造形が緊
密に連携する授業展開を共同で行なう試みを始
めた。そ して,こ れまでに音楽教育 と美術教育
の立場か ら2008年 度の授業内容を振 り返 り,本
紀要にまとめるとともに4),諸 感覚の統合を考え
る芸術教育の研究会での発表を行なった5)。また,




かす ことのできない自然音 を取 り込むこと,②
音 と身体の動 きが連動する体験を取 り入れるこ
と,③ 授業内容 を実際の保育の場に生かす こと
のできる具体的な指導法の考案,④ 学生へのア
ンケー ト調査の質問内容の検討,な どである。
　そこで,筆 者 らはこれらの課題について話 し
合い,2009年 度の保育内容指導法(表 現)の 授
業内容を改善し,新 たに 「音声や言葉のリズム ・
抑揚 と動 きを連動させた活動」や 「自然音 と動
きを連動 させた活動」,サ ウンドスケープ理論
に基づ くサウンド ・エデュケーシ ョンか ら 「音
日記の作成」や 「京女の音環境を描 く描画活動」,
さらに 「保育指導案の作成」などの内容を加 え,
再構成 した。また,「 授業の振 り返 りシー ト」
を作成 し,毎 回授業後 に各回の授業内容につい
て,学 生にどのような気づきや発見があったの
か,ま たどのような感想 を持ったのかを記述 さ
せて,授 業内容の検討 を行った。
　本稿では,2009年 度に新たに加えた授業内容
の中か ら,「音声や言葉の リズム ・抑揚 と動 き
を連動させた活動」や 「自然音 と動きを連動さ
せ た活動」,「音 日記の作成 と描 画に表す」や
「京女の音環境を描画に表す」 について,「 実践
内容」 と 「振 り返 りシー ト」7)をとお して授業





「音 ・声 ・言葉のもつ リズムや動 きを身体で表
す」について
　 日本語 には多 くの擬音語,擬 態語がある。子
どもは日常生活の中で,そ れらの擬音語 を唱え
なが ら手や身体を動かしたり,線 や図を描いた












　そ こで,第6回 の授業では,以 下のような
〈ね らい〉に基づ き,① 擬音語 と動 き,② 自然
音 と動 きの2つ の内容に基づ く課題 を設定 し,
実践 した。
〈授業のねらい〉
　音や声の もつ動勢,高 さ,速 度,進 行,リ ズ









　 「回る」　 → くるくる,か らか ら,こ ろん
　 「飛ぶ ・跳ぶ」→ひゅ一ん,ぴ ょん,ふ わ り
　 「落ちる」　　 →ス トン,ド スン,ポ トッ
【課題2】 言葉のリズムの違いを感 じよう。
　 「清音」,「濁音」の違いや 日本語特有の 「長

















【課題3】 擬態語の音声の律動を感 じ,動 きに
　　　　 表そう。
　 4～5名 のグループに分かれ,課 題1,2で
挙げ られた三種の動作 を表す擬態語から,そ れ
それ対比(コ ントラス ト)を 感 じる二語 を選び,
動 きを考 える。考えた動 きを擬態語の音声 を
伴って表現 し,グ ループごとに発表する。
(2)自 然音と動 き
【課題4】 自然音を聴いて,動 きを感 じよう。
・雨の音一 「弱い雨」 と 「強い雨」 をCD9)で
流 し,対 比させなが ら動 きを感 じ取る。
・風の音一 「弱い風」 と 「荒野をわたる風」を
CDIo)で 流 し,対 比させながら動 きを感じ取る。
【課題5】 自然音の律動を感 じ,動 きに表そう。
　 4～5名 のグループに分かれ,「雨の音」もし
くは 「風の音」か らそれぞれコントラス トを感










せず,他 者に 「伝達する」 ことでよい緊張感を
もた らしたと思われる。時間的な制約も反って
音 を聴 きながら動 くという即興性が生かされ,
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の音に対するイメージを感じることができた し,





　 しかし,自 然音の 「雨」や 「風」の場合には,
傘を差 して歩いた り,強 い風 にむかって吹 き飛
ばされそうにな りなが ら足 を踏ん張る様子など,
音(音 事象)か ら連想された日常の情景を再現
するパ ントマイム様の表現 も数例見 られた。 こ




いが、繰 り返 し体験することによって,こ うし
た表現にも広が りや変化が現れるだろう。
　振 り返 りシー トには,「 はじめて音を聞いた







めての体験 に戸惑いを感 じなが らも,自 分なり
に工夫 して取 り組 むことにより,音 や動 きに没
頭する体験に開放感や喜びを味わった という記
述 もみられた。
　また,「 同 じ音 を聞いても,人 によって感 じ
方や,注 意を向けるところが全然違 うことがわ
か りました(傍 点筆者)」 等,同 じ現象 として
の音を聞いて も,そ れを知覚する枠組みが人に
よって異なっていることに気づいたもの も多 く
み られた。そ して 「普段何気なく耳に している
音だけど,改 めて表現 してみて,自 分の中でそ
2.第7回 の授業から一
「音声や言葉の リズム ・抑揚と動 きを連動 させ
た描画活動」について
　幼児は紙の上に描画材を用いて運動やリズム
を表出で きることへの興味から 「なぐり描 き」
を行 う。2歳 児が擬音語を発しなが ら絵 を描い
ているVTRを 見て,子 どもの声,動 き,描 線
が繋がっていることに意識を向ける。 また,前




　そ こで,第7回 の授業では,以 下 のような
〈ね らい〉 に基づ き,① 擬態語の音声 を描 く,
② 自然音を描 く,の2つ の授業内容に基づ く課
題を設定 し,実 践 した。
〈授業のねらい〉
　声や音のもつ動勢,高 さ,速 度,進 行,リ ズ
ムなどを五感 を通 して感 じ取 り,色 や形で表現
する。
〈授業の内容〉
(1)擬 態語の音声 を描 く
　用いた擬態語 は以下の6種 類である。
　 「くるくる」　 　 と　 　 「ぐるぐる」
　 「ゆ らゆら」　　　と　　　「ゆ0ら ゆ一ら」
　 「しゅ一っ」　　 と　　　「しゅっ,し ゅっ」
【課題6】 「くるくる」を描いてみよう。
　 自分の動 きを感 じながら
①普通の声で 「くるくる」と言いなが ら描 く。
② 「くるくる」 と言いながら,だ んだん声 を大
　 きくして(ク レッシェンド)描 く。
③ 「くるくる」 と言いながら,だ んだん声 を小
　 さくして(デ クレッシェンド)描 く。
【課題7】 「ぐるぐる」を描いてみよう。




② 「ぐるぐる」 と言いなが ら,だ んだん声 を大
　 きくして(ク レッシェンド)描 く。
③ 「ぐるぐる」 と言いなが ら,だ んだん声 を小
　 さくして(デ クレッシェン ド)描 く。
【課題8】 「ゆらゆら」を描いてみよう。
①普通の声で 「ゆらゆら」と言いなが ら描 く。




② 「しゅっ,し ゅっ」 と短 く切って言いなが ら
　描 く。
③ 「しゅ～っ」 と語尾上が りで言いなが ら描 く。
④ 「しゅ～っ」 と語尾下が りで言いなが ら描 く。
〈写真5>② 「ゆ～ らゆ ～ ら」 を描 く
(2)自 然音を描 く
【課題10】 「雨の音」を描いてみよう。
① 「弱い雨」のCDの 音 を聞 き,描 く。
② 「強いい雨」のCDの 音を聞き0描 く。
【課題11】 「風の音」を描いてみよう。
① 「弱い風」のCDの 音 を聞 き,描 く。





〈写真6>② 「ゆ～ らゆ ～ ら」 を描 く
〈写真7>② 「ゆ～ らゆ～ ら」 を描 く
〈写真3>【 課題8】 ① 「ゆらゆら」を描 く
〈写真4>① 「ゆらゆら」を描く 〈写真8>【 課題9】 「し ゅ～ っ」 を描 く
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2歳 児のなぐり描 きの様子 をVTRで 観察した。
VTRは 子 どもが 「ぴ ゅっ ぴゅっ,ぴ ゅっ
ぴゅっ」 と唱えなが ら線をひ く姿や,「 絵描 き
歌」を描 くときに発 した声 と調子,速 さ,線 が
連動 して次第に感情が高まり,も との歌詞には
ない擬音が表出するとともに絵の線や形も高揚
してゆ く様をつぶさに記録 した もので,学 生た
ちは強い関心 を示 していた。
　 ところが,い ざ最初の課題である 〈【課題6】
「くるくる」を描いてみよう〉にとりかかると,
なかなか声が出ず,ぼ そぼそ眩いているものや







　 しか し,課 題が進むに従って学生の様子に変
化が見え始めた。離れた座席に座っている数人
の学生の発声が少 し大 きくなるとその隣席の学
生の声 も元気にな り,ま たその音声が前後 に
座っている学生の声に伝わってゆくのである。
そしてい くつかの纏まった 「ぐるぐる」という
音声の塊が,次 第に繋がって教室全体 に 「ぐる
ぐる」の大唱和が響 き,筆 者 らの予想 を超えて
学生が描画に非常に集中していった。






されている気が して自分で も驚 きました」 や
「前略 一最初は口に出して手 を動かしてゆ くの









描 きました」な ど,自 ら発声する声 を聞きなが
ら描画することによって心身が徐 々に開放され
たようである。そ して自然音を描 く課題 におい
ては,風 の音 を聴いて 「この風はどんな色で,
どんな形で,大 きさはどうだろうと思いなが ら













言いなが ら描 く場合 と強弱 をつけて言う場合,




けで強 く濃 く描 きたい感 じが した り,『しゅ一』
と『しゅっ』では,『 しゅ一』は続 く感 じで『しゅっ』
は直 ぐに終わってしまう感 じと,伸 ば した り
「っ」 を入れた り,イ ン トネーシ ョンで表現の
イメージがすごく変わるんだなあと思いました」
などである。
　 このように,学 生たちは音声 と言葉の意味,
動きの結果 としての描画が相互に深 く関連して
お り,ま た音声が自分の内面活動ばか りでなく










自分の周 りの多様な音に意識 を向け,自 覚的に
音 と関わ り,音 のもつ響きの違いに気づ き,そ
れ らを色や形で表す経験は,五 感をとお して自
分の周 りの音環境 を感 じとることにつながる。
　第8回 の授業では,2コ マ続き(90分 ×2コ
マ)の 授業形態 を活か し,① 各自の音 日記 を描
く,② キャンパスの音環境 を描 く　 という2種
類の授業を構成 し,実 践 した。
(1)各 自の音 日記を描く
<授業のね らい〉
・日常の身近な音 に耳を澄 まし,こ れまで何気






て音 日記をつける宿題を課 した。 また,音 日記
をつけるに当た り,以 下のルールを設定した。
①1週 間のうち3日 問を選び,そ の日に聞こえ
　た音を表に記入する。(表1)
②1日 に聞こえた音の中か ら,以 下の6つ を書
　 き出す。(表1)
a.朝 起 きてす ぐに耳にした音
b.朝 外へ出て一番に耳にした音
c.出 かけた先で一番気に入った音
d.出 かけた先で一番嫌だ と感 じた音
e.今 日一日の中で一番美 しいと感 じた音
f.夜 寝る前に最後に耳にした音
③1日 に聞こえた音 を発生源で3つ に分類する。
　 1)自 然,II)機 械,皿)人 間(表2)
【課題13】 音 日記を描いてみよう。
　宿題 として,完 成させた 『音 日記』の表1よ
りa.～f.の6種 類の音を選び,そ れぞれの音
の もつ高低,強 弱,リ ズム,進 行などをコンテ
パステルを用いて色や形に表す。
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どの くらい存在 しているかに気づき,自 分の生
活の音環境について意識を向けられたことがわ
かるだろう。
　　『音 日記』　 今 日一日聞こえた音を書 こう。




フ ライパ ンの卵 を

































































b.自 転車 を こ ぐ音
c.ホ トトギス
d.車 の音
e.c同 様 ホ トトギ
　　ス
f.携 帯の カチ カチ
　 打 つ音
a.ア ラー ム




f.目 覚 ま し時計 の










































b.布 団 をた たむ音
c.風 の 音"ぶ わっ"
d.車 の 音
e.水 の 流れ る音
f.布 団 をかぶ る音
携 帯の ア ラーム
フ ライパ ンの卵 を
　 焼 いてる と きの
　 ジュー ツH
オ ー ブ ン トー ス
　 ター の音
自転車 を こ ぐ音
TVの 音、音 楽











　振 り返 りシー トからは 「この授業を受けて身
近な音 について耳を傾けることの楽 しさをしり
ました。『音』 と聞 くと,私 のは じめのイメー
ジでは,楽 曲や歌声,楽 器などの音をイメージ
していました。 しかし,音 の世界はとても広 く,
身の周 りにはたくさんの音があるのだ と改めて
気づ きました」や 「日常のあ りふれた音をこん
なにも集中 して聴 く機会はあまりないのでとて
も新鮮だった」などの感想がほとんどの学生に
見 られた。そこから翻って 「聞き逃 してしまう
音も,慣 れていて聞こえない音 もた くさんある
のだ となと感 じました。いつ もはipodで 音楽を
聴いていて,周 囲の音をあま り聞けていなかっ
たので,発 見 と面白さがありました」 と耳 をふ
さいでいる現在の生活を考えた り 「少 し集中し
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　
て耳を澄 ますだけで,何 気ない音 も特別な音 に
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変わると感 じた(傍 点筆者)」 など 「音」 とは
何か という問いに至る学生 もあった。
　描画に関 しては 「目覚 まし時計や風船のわれ
る音など刺激的な音には彩度の高い赤や黄色 を
使うことがおおかったです」,「音が高い時には
明るい色を選びやす く,音 が低い ときには暗い
色を選びやすいことが多かった」,「好きな音は




ラムのような波形の表現 を何 らかの音 に用いて
お り,音 の表現方法 として私たちの認知に文化
的に組み込まれいることを改めて感 じた。




左上:目 覚まし　　左下:車 　　中:風 鈴　　右上:鳥 の声
右下:バ イクのふかす音
　 　 　 　 　 　 〈写 真13>音 日記 を 描 く③
左上:寝 返 りした音　 　左 中:畳 の擦 れる音
中上:足 をぶつけた音 　中上か ら二つ 目:門 を開ける音
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②　キャンパスの音環境 を描 く
<授業のねらい〉

















③音 を聞き取った場所 と時間を記録 してお く。
〈結果の分析と考察 〉
　 この 「京女の音環境 を描画に表す」の課題に
臨むまでに,学 生 たちは 「音声 や言葉の リズ
ム ・抑揚 と動 きを連動 させた描画活動」で 「擬
音」や 「雨の音」,「風 の音」 を,「音 日記 を描
く」では日常の身近な個々の音 を,そ の音が含
まれる音環境の現場から切 り離 して個別に描い
てきた。 しかし,こ こでは歩 きなれたキャンパ
スの特定の場所に位置 したときに,多 くの方向
〈写真15>授 業風景:京 女の音環境を描 く①
〈写真16>授 業風景:京 女の音環境を描く②
から同時に,あ るいは時間の経過に沿って聴 こ
えて くるさまざまな音 を,そ の空間の広が りの
関係性の中で捉えようとする。















　それに対 して 『音楽棟 のはじっこ(奥)』 〈写








の 「小鳥の声」,直 ぐ下に緑の鋭角的な 「セミ









　　　　 音,風 の音,ボ イラーの音,コ ンテの音,ヘ リ
　　　　　コプターの音
　 　 　 　 〈写 真19>描 画:京 女 の音 環境 ③
　 　 　 「7月14日 午 後4時 頃 　 音 楽棟 の 玄 関前 」
気づ いた音:(左 上か ら右へ順次)
　 　 　 　 　カラスの羽音,?の 音,風 の音,風 の音,?の
　 　 　 　 音,?の 音?,足 音,風 の音,鳥 の鳴 き声,?
　 　 　 　 の音,タ ンクの音,?の 音
　　　　 〈写真18>描 画:京 女の音環境②
　 「7月14日 午後4時 頃　音楽棟のはじっこ(奥)」
気づいた音:背 景水色:風 の音　背景緑:葉 っぱの鞘ぐ音
　　　　　(左上から右へ順次)
　　　　　カラス,カ ラス②,カ ラス③,　 小鳥の声,
　　　　　セミの鳴き声,鳥 の声,バ イクの音,
　　　　 友達Sさ んの足音,友 達1さ んの足音　機械音
すと 「バイクの音」が黒い線 となって太さを変







囲い込 まれた細長い通路が南の学舎 に突 き当た
り,よ うや く西側だけが開放された空地に抜 け
〈写真20>「 音楽棟のはじっこ」の場所
るところである。(写真20)
　作者のAさ んは振 り返 りシー ト 「今 日の授業
内容 に,ど のような感想をもちましたか?」 の
欄で次のように記 している。「今 日の気温はも
のす ごく高 くて力が抜けたのですが,い ざ絵を
描 き始めたらすごく集中できたので楽 しかった
です。自分から音を探すために歩 き回ったので,
絵 を描 く以上に気合が入って動 き回りました。
風の音がキレイで和み ました」 と。Aさ んは図
らずして画面全体に基調音12)である風 と葉っぱ
の鞘 ぐ音の色 を描いている。
　 もう一つの 『音楽棟の玄関前』 も 『音楽棟の









れども,そ れぞれの音の輪郭は 『体育館 の裏』
ほどには明瞭ではない。そして 「?の 音」 と書
かれた全 くちが う音が六種類描かれている。私






サウンド」 と 「サウンドスケープ=音 の風景」
の基本的な違いや,「 音を聴 く」 とい う体験の
「基調音」 と 「信号音」の関係 をも感 じさせて








　本稿で紹介 した授業のね らいは,昨 年度の授
業実践か ら見 えて きたい くつかの課題のうち
　①音声や言葉のリズム ・抑揚 と動きを連動さ
　　せた活動
　② 自然音 と動き,形 象(色,形)を 連動させ
　　た活動
の二つを,如 何にしてプログラム化 し,総 合的
な表現教育のカリキュラム構築 に資 してゆ くか
というものである。
　その一つが子 どもの 「なぐり描 き」を活動モ
デル として,「 擬態語」 を発声 しなが ら動 きや
描画に表す ことであった。子 どものあそびや表
現が音声,言 葉,身 体の動 き,色 や形の感覚 と













は2音 節の反復から成 り立っているものが多 く,
日本語の基調である2拍 子のリズムを聴覚のみ
ならず,動 いた り描いた りすることによって運
動感覚や視覚からも確かめ,気 づ くことができ
たものと思われる。
　二つ目が,サ ウン ドスケープ理論 を背景に,
生活の中の音 に気づ き,自 然環境の音に耳を開
くことによって,学 生たちが音の肌理の感覚 を
取 り戻 し,身 の周 りに溢れている音 を他の視覚
や臭覚,触 覚 と関連付けなが ら感 じることであ
る。方法 としては音 日記 をつけることによって















が もつ性質を動 きに変換する表現を予想 し,学
生たちに求めた。つまり,授 業のね らいは声や
音のもつ動勢,高 さ,速 度,進 行,リ ズムなど
を五感 を通 して感 じ取 り,全 身を使って動きで
表現することにある。 しか し,特 に自然音の




なが ら足 を踏ん張る様子など,音(音 事象)か
ら連想 された 日常の情景を再現するパン トマイ
ムとして表現 したグループが数例見 られた。 ま
た,「 音 日記の音 を描いてみよう」や 「京女の
音風景 を描 く」の課題 においても,振 り返 り
シー トの中で 「カラスの声 は意外に音が高い」
や 「カラスも鳴 く時々によって高さが全然違い
ました」 と気づいて色相 を選んでいるものと,




見た ことのあ るものだ とだいたい同じ色 にな
る」,「音を表す とき,自 分が見たことのあるも
のを思い浮かべて色を選んでいた(水 の音→青
色 とか)」 などの感想にあるように,音 源が同
定で きる場合にはその音源の固有色で描いてい
る学生も多 くみ られた。
　そ もそ もサウン ドスケープの思想 には 「『聴
覚文化復権の試み』 と同時に 『西洋近代文明の
細分化 した諸制度の再統合への志向』といった
考 え方がある」15)のであ り,そ れは必ず しも視






ことは当然なのだ。言 うまで もな く 「音響体」
と 「音事象」は本来一体のものであって境界が
あるわけではではない。
　 しかしなが ら,学 生の捉 える 「音事象」がや
や もす ると類型的な慣習感覚か ら一歩 も出られ
ず,新 しい表現の気づ きが得 られないこともあ
る。「音事象」 を捉 える諸感覚や感性 をしなや
かで豊かなものにするためには,逆 説的ではあ
るがそれぞれの知覚をある限定 された条件のも
とに研 ぎ澄 ませて練磨する トレーニングが必要
であろう。 これまでの個々の学生の育ちや経験
から生まれる表現の幅を広げ,知 覚の枠組みを




















































　9)『 ビクター効果音ライブラリー　 4』 より,46
　　　番と52番
　10)前 掲書より　 62番 と74番
　11)日 本語の擬音語では 「濁音」は 「清音」より,
　　　より大きな音やもの,よ り多い数や量,よ り
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　　活発 な動作や激しい程度 を表す。反復形は音
　　や動作の 「連続 繰 り返 し」を感 じさせ,「 促
　　音(っ)」 は 「スピー ド感」「瞬間性」「急な終
　　わり方」をしているように感 じられる。 また
　　「擾音(ん)」 は 「共鳴」 を感 じさせるなどイ
　　メージの与 え方に規則性がある。




　　調音」 と 「信号音」は対 を成す概念でゲシュ
　　タル ト心理学の 「地」と 「図」 に当たる。色
　　彩においては 「基調音」は基調色や ドミナン
　　 ト色 に相当すると考え られる。
13)鳥 越 けいこ 「2　 音風景 の解析」『サウン ド
　　スケープ』鹿島出版会　pp.107-132　 1997
14)シ ェーファーは特定のサ ウン ドスケープの中
　　で人間の耳によって知覚 される最 も小 さな独
　　立 した音要素を 「音響体」 と 「音事象」の二
　　つの概念 に分ける。「音響体」 とは音 を発生
　　の際の様 々な文脈か ら抜 き取 り,純 粋に音響
　　的な対象 として捉えた ものである。それに対
　　 して 「音事象」 は音響的性格か らくる意味だ
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